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第
四
十
一
条
第
十
二
項
中
「
認
定
住
宅
控
除
率
」
を
「
認
定
住
宅
等
控
除
率
」
に
、「
と
す
る
」
を
「
と
し
、
居
住

年
が
令
和
四
年
か
ら
令
和
七
年
ま
で
の
各
年
で
あ
る
場
合
に
は
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
十

三
項
中
「
同
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
居
住
日
」
と
い
う
。）の
属
す
る
年
が
平
成
十
一
年
若
し
く

は
平
成
十
二
年
で
あ
る
場
合
又
は
居
住
日
が
平
成
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
（
同
項
及

び
次
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
平
成
十
三
年
前
期
」
と
い
う
。）内
の
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
十
五
年
間
）
の
各

年
（
当
該
居
住
日
」
と
あ
る
の
は
「
十
三
年
間
の
各
年
（
同
日
」
と
、
第
二
十
項
」
を
「
居
住
年
が
令
和
四
年
又
は

令
和
五
年
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
居
住
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
が
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
又
は
買
取
再
販
住
宅
の
取

得
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
十
三
年
間
）」と
あ
り
、
及
び
第
二
十
二
項
」
に
、「
第
二
十
一
項
」
を
「
第

二
十
三
項
」
に
、「
第
二
十
二
項
」
を
「
第
二
十
四
項
」
に
、「
第
二
十
三
項
、
第
二
十
六
項
及
び
第
二
十
九
項
」を「
第

二
十
六
項
、
第
二
十
九
項
及
び
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
中
「
認
定
住
宅
の
新
築
等
」
を
「
認
定
住

宅
等
の
新
築
等
」
に
、「
認
定
住
宅
借
入
金
等
」
を
「
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
」
に
、「
同
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
四

項
に
お
い
て
「
居
住
日
」
と
い
う
。）の
属
す
る
年
が
平
成
十
一
年
若
し
く
は
平
成
十
二
年
で
あ
る
場
合
又
は
居
住
日

が
平
成
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
（
同
項
及
び
次
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
平
成

十
三
年
前
期
」
と
い
う
。）内
の
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
十
五
年
間
）
の
各
年
（
当
該
居
住
日
」
と
あ
る
の
は
「
十
三

年
間
の
各
年
（
同
日
」
と
、
第
二
十
項
」
を
「
居
住
年
が
令
和
四
年
又
は
令
和
五
年
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
居
住
に

係
る
住
宅
の
取
得
等
が
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
又
は
買
取
再
販
住
宅
の
取
得
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、

十
三
年
間
）」と
あ
り
、
及
び
第
二
十
二
項
」
に
、「
第
二
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
項
」
に
、「
第
二
十
二
項
」
を
「
第

二
十
四
項
」
に
、「
第
二
十
三
項
、
第
二
十
六
項
及
び
第
二
十
九
項
」
を
「
第
二
十
六
項
、
第
二
十
九
項
及
び
第
三
十

二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
七
項
中
「
認
定
住
宅
の
新
築
等
」
を
「
認
定
住
宅
等
の
新
築
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三

十
五
項
を
同
条
第
三
十
八
項
と
し
、
同
条
第
三
十
一
項
か
ら
第
三
十
四
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
三

十
項
中
「
家
屋
（
」
を
「
家
屋
で
」
に
改
め
、「
又
は
経
過
年
数
基
準
」
を
削
り
、「
に
限
る
。）で
」
を
「
と
し
て
」に
、

「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
六
項
若
し
く
は
第
八
項
」
を「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
」

に
、「
第
二
十
六
項
」
を
「
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
三
項
と
し
、
同
条
第
二
十
九
項
第
一
号
中

「
第
十
八
項
」
を
「
第
二
十
項
」
に
、「
認
定
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅
等
」
に
、「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
認
定
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅
等
」
に
、「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十

二
項
と
し
、
同
条
第
二
十
八
項
中
「
第
二
十
六
項
」
を
「
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
三
十
一
項
と
し
、

同
条
第
二
十
七
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
第
二
十
六
項
中
「
認
定
住
宅
の
新
築
等
」
を
「
認
定
住
宅
等
の
新

築
取
得
等
」
に
、「
第
二
十
九
項
」
を
「
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
第
二
十
五

項
中
「
第
二
十
三
項
」
を
「
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
二
十
四
項
を
同
条

第
二
十
七
項
と
し
、
同
条
第
二
十
三
項
中
「
第
二
十
六
項
」
を
「
第
二
十
九
項
」
に
、「
認
定
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅

等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
条
第
二
十
二
項
中
「
認
定
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅
等
」
に
、「
第

三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
四
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

25

個
人
が
、
国
内
に
お
い
て
、
住
宅
の
用
に
供
す
る
家
屋
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
家
屋
に
該

当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
特
定
居
住
用
家
屋
」と
い
う
。）

の
新
築
又
は
特
定
居
住
用
家
屋
で
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
の
取
得
を
し
て
、
当
該
特
定
居
住
用
家

屋
を
令
和
六
年
一
月
一
日
以
後
に
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
は
、

当
該
個
人
の
同
項
に
規
定
す
る
十
年
間
の
各
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
十
一
条
第
二
十
一
項
中
「
認
定
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同

条
第
二
十
項
中
「
認
定
住
宅
」
を
「
認
定
住
宅
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
を

同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
増
改
築
等
と

は
、
同
項
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
家
屋
（
同
項
の
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
か
ら
の
取
得
前
二
年
以
内

に
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
取
得
を
し
た
も
の
に
限
る
。）に
つ
き
行
う
増
築
、
改
築
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
工

事
（
当
該
工
事
と
併
せ
て
行
う
当
該
家
屋
と
一
体
と
な
つ
て
効
用
を
果
た
す
設
備
の
取
替
え
又
は
取
付
け
に
係
る
工

事
を
含
む
。）で
あ
つ
て
、
当
該
工
事
に
要
し
た
費
用
の
総
額
が
当
該
家
屋
の
同
項
の
個
人
に
対
す
る
譲
渡
の
対
価
の

額
の
百
分
の
二
十
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
金
額
が
三
百
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
三
百
万
円
）
以
上
で
あ
る
こ

と
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
を
い
い
、
同
項
に
規
定
す
る
」
に
、「
、
第
三
項
又
は
第
五
項
か
ら

第
八
項
ま
で
」
を
「
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
の
次
に
次
の
二

項
を
加
え
る
。

18

個
人
が
、
国
内
に
お
い
て
、住
宅
の
用
に
供
す
る
家
屋
の
う
ち
小
規
模
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の（
以

下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
例
居
住
用
家
屋
」
と
い
う
。）の
新
築
又
は
特
例
居
住
用
家
屋
で
建
築
後
使
用

さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
の
取
得
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
」
と
い
う
。）を
し
た

場
合
に
は
、
当
該
特
例
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
は
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
に
該
当
す
る
も
の

と
、
当
該
特
例
居
住
用
家
屋
は
居
住
用
家
屋
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
同
項
、
第
二
十
九
項
及
び
第
三
十
二
項
の

規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
一
項
に
規
定
す
る
適
用
年
の
う
ち
、
そ
の
者
の
そ
の
年
分
の
所

得
税
に
係
る
そ
の
年
の
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
号
の
合
計
所
得
金
額
が
千
万
円
を
超
え
る
年
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

19

個
人
が
、
国
内
に
お
い
て
、
特
例
認
定
住
宅
等
（
特
例
居
住
用
家
屋
に
該
当
す
る
家
屋
で
次
に
掲
げ
る
も
の
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
新
築
又
は
特
例
認
定
住
宅
等
で
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の

の
取
得
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
例
認
定
住
宅
等
の
新
築
等
」
と
い
う
。）を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
特
例
認

定
住
宅
等
の
新
築
等
は
第
十
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
の
新
築
等
に
該
当
す
る
も
の
と
、
当
該
特
例
認
定
住
宅

等
は
同
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
と
、
当
該
特
例
認
定
住
宅
等
で
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
は
第
十

一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
と
、
当
該
特
例
認
定
住
宅
等
で
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
は
第
十
項
第
三
号
に

規
定
す
る
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
住
宅
と
、
当
該
特
例
認
定
住
宅
等
で
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
は
同
項

第
四
号
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
住
宅
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
同
項
、
第
二
十
九
項
及
び
第
三

十
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、第
十
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
特
例
適
用
年
の
う
ち
、

そ
の
者
の
そ
の
年
分
の
所
得
税
に
係
る
そ
の
年
の
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
号
の
合
計
所
得
金
額
が
千
万

円
を
超
え
る
年
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

住
宅
の
用
に
供
す
る
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
長

期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋
で
政
令
で
定
め
る
も
の

二

住
宅
の
用
に
供
す
る
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
低
炭
素
建
築
物

に
該
当
す
る
家
屋
で
政
令
で
定
め
る
も
の
又
は
同
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
低
炭
素
建
築
物
と
み
な
さ
れ
る

同
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
建
築
物
に
該
当
す
る
家
屋
で
政
令
で
定
め
る
も
の

三

前
二
号
に
掲
げ
る
家
屋
以
外
の
家
屋
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
著
し
く
資
す
る
住
宅
の
用
に
供

す
る
家
屋
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

四

前
三
号
に
掲
げ
る
家
屋
以
外
の
家
屋
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
住
宅
の
用
に
供
す
る
家

屋
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
認
定
住
宅
特
例
適
用
年
」
を
「
認
定
住
宅
等
特
例
適
用
年
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
認
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
」
を
「
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
の
金
額
」
に
、「
つ
き
同
項
」
を
「
つ
き
同
項
前

段
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
認
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
」
を
「
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
の
金
額
」に
、

「
認
定
住
宅
借
入
限
度
額
」
を
「
認
定
住
宅
等
借
入
限
度
額
」
に
、「
認
定
住
宅
控
除
率
」
を「
認
定
住
宅
等
控
除
率
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
認
定
住
宅
を
」
を
「
認
定
住
宅
等
を
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号

中
「
認
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
」
を
「
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
の
金
額
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、

同
項
第
三
号
中
「
認
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
」
を
「
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
の
金
額
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
イ
中
「
認
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
」
を
「
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
の
金
額
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

当
該
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
四
年
か
ら
令
和
七
年
ま
で
の
各
年
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
二
以
上

の
住
宅
の
取
得
等
の
う
ち
に
、
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
又
は
買
取
再
販
住
宅
の
取
得
に
該
当
す
る
も
の
と
居
住

用
家
屋
の
新
築
等
又
は
買
取
再
販
住
宅
の
取
得
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
と
が
あ
る
と
き

居
住
用
家
屋

の
新
築
等
又
は
買
取
再
販
住
宅
の
取
得
に
該
当
す
る
住
宅
の
取
得
等
と
居
住
用
家
屋
の
新
築
等
又
は
買
取
再
販

住
宅
の
取
得
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
住
宅
の
取
得
等
と
に
区
分
を
し
た
住
宅
の
取
得
等
（
当
該
区
分
を
し
た

住
宅
の
取
得
等
の
う
ち
に
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る
も
の
と
他
の
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る

も
の
と
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
区
分
を
し
た
住
宅
の
取
得
等
を
認
定
住
宅
等
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る
住
宅
の

取
得
等
と
他
の
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
と
に
区
分
を
し
た
住
宅
の
取
得
等
）
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